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環境問題と地盤工学 

地盤技術に携わる技術者･研究者は常に地盤環境を意識しながら日々の計画･施工や研究開発に取り組んでおら

れると思います。周知のとおり，大規模な災害や急速な科学技術の発展は，幾度となく地盤環境への負荷を生じ

させ，その都度新たな改善策の検討が進められてきました。そして地盤工学分野において特筆すべきは，それら

の諸問題を解決すると，またすぐに新たな問題が生まれてくることです。例えば，高度成長期に問題となった地

下水過剰揚水に伴う地盤沈下を例にとれば，現在は汲み上げ規制によって水位は回復したものの，今度は液状化

リスクが高まる等の問題を生み出しています。また，数年前には土壌環境基準の見直しが成され，新たな項目（1,4-

ジオキサン）の追加もありました。このように，地盤技術に携わるものであれば，常に最新の情報を取り入れる

べく，アンテナを張り巡らしておく必要があると感じています。 

このような背景から，本号では，「環境問題と地盤工学」について広く紹介する特集テーマを企画致しました。

地盤環境に関する，最新の研究・技術開発や課題，今後の展望についてご紹介いたします。本特集が，読者の皆

様にとって有益なものとなることを願っております。 

（田口 岳志，伊藤 真司，日下 拓也，齋藤 諒平，野本 将太，馬目 凌，森口 周二） 
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